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　４月７日、市内13小学校で入学式が�
行われ、509名の新しい１年生が誕生�
しました。�
　白木谷小学校では、桜の花の下、お�
母さんと手をつなぎ、真新しいランド�
セルを背負った唯一の新入生が、照れ�
くさそうに登校しました。�

�



　
　
　
　
　
ジ
ロ
ー
く
ん
、
南
国�

　
　
　
　
市
の
15
年
度
の
予
算
が�

　
　
　
　
決
ま
っ
た
け
ど
、
ど
ん�

な
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
知
っ
て�

い
る
か
い
？�

�
�　

　
　
　
　
施
政
方
針
は
、
４
月�

　
　
　
　
号
の
広
報
に
掲
載
さ
れ�

て
い
た
け
ど
、
予
算
の
内
容
は
、�

こ
れ
か
ら
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て�

い
た
と
こ
ろ
。�

　
ど
ん
な
取
り
組
み
や
事
業
を
す�

る
の
か
知
っ
て
い
た
ら
教
え
て
よ
。�

　
15
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、�

182�
億
５
千
万
円
と
き
い
て
い
る
け�

ど
。�

�

　
　
　
　
　�

　
　
　
　
　
そ
う
だ
よ
。
よ
く
知�

　
　
　
　
っ
て
い
る
ね
。
市
の
15��

　
　
　
　
年
度
予
算
編
成
は
、
財�

政
構
造
改
革
実
施
方
針
な
ど
に
基�

づ
い
て
、
経
費
全
般
の
節
減
や
事�

業
の
先
送
り
・
前
倒
し
な
ど
を
し
、�

一
方
で
は
、
財
源
不
足
の
縮
小
と�

市
債
の
発
行
を
抑
制
し
た
予
算
編�

成
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。�

　
そ
れ
か
ら
、
基
金
依
存
体
質
か�

ら
脱
却
す
る
こ
と
も
目
指
し
て
い�

る
。
そ
の
結
果
、
14
年
度
と
比
べ�

て
６
億
４
千
600
万
円
、
3.4
％
減
額�

の
予
算
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。�

�
�
����

自 

主 

財 

源�

市　　　　　　税�
諸 収 入 �
分担金及び負担金�
使用料及び手数料�
そ の 他 �
小　　　計�

予算額（千円）�構成比（％）�
5,521,441 30.3
221,158 1.2
405,269 2.2
236,684 1.3
706,022 3.9
7,090,574 38.9

地 方 交 付 税 �
国 庫 支 出 金 �
県 支 出 金 �
市　　　　　　債�
そ の 他 �
小　　　計�

歳　入　合　計�

区　　　分�

4,920,000 27.0
2,200,415 12.0
1,051,711 5.8
1,942,900 10.6
1,044,400 5.7
11,159,426
18,250,000

61.1
100.0

依 
存 
財 

源�

予算額（千円）�構成比（％）�区　　　分�
地　　　  方　　　  税�
地 方 譲 与 税 �
利 子 割 交 付 金 �
地方消費税交付金�
ゴルフ場利用税交付金�
自動車取得税交付金�
地 方 特 例 交 付 金 �
地 方 交 付 税 �
交通安全対策特別交付金�
分担金及び負担金�
使用料及び手数料�
国 庫 支 出 金 �
県　　支　　出　　金�
財　　産　　収　　入�
寄　　　  付　　　  金�
繰　　　  入　　　  金�
繰　　　  越　　　  金�
諸　　　  収　　　  入�
市　　　　　　　　債�
歳　　入　　合　　計�

5,521,441
263,000
45,100
461,000
20,800
74,500
168,000
4,920,000
12,000
135,311
506,642
2,200,415
1,051,711
129,346
58,992
562,684
10,000
166,158
1,942,900
18,250,000

30.3
1.5
0.2
2.5
0.1
0.4
0.9
27.0
0.1
0.7
2.8
12.0
5.8
0.7
0.3
3.1
0.1
0.9
10.6
100.0

�

�
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い
ろ
ん
な
工
夫
を
し�

　
　
　
　
て
い
る
け
ど
、
ま
だ
ま�

だ
財
政
状
況
が
苦
し
い
ん
だ
ね
。�

�
�　

　
　
　
　
そ
う
だ
ね
。
予
算
の�

　
　
　
　
構
成
や
、
収
入
・
支
出�

　
　
　
　
の
割
合
・
内
容
は
、
上�

の
表
で
分
か
る
と
思
う
け
ど
、
財�

政
の
立
て
直
し
を
目
標
と
し
な
が�

ら
、
市
民
と
行
政
が
協
働
す
る
ま�

ち
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
活
性
化�

の
た
め
の
地
域
活
動
を
積
極
的
に�

支
援
し
て
い
く
こ
と
や
、
医
療
費�

の
助
成
を
市
単
独
で
満
２
歳
児
外�

来
ま
で
拡
大
し
た
り
、
予
想
さ
れ�

て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
対
策
、�

ま
た
雇
用
の
確
保
を
図
る
た
め
産�

業
活
動
の
活
性
化
な
ど
に
力
を
注�

ご
う
と
し
て
い
る
ん
だ
よ
。�

�
�　

　
　
　
　
ふ
ー
ん
、
い
ろ
ん
な�

　
　
　
　
新
し
い
取
り
組
み
を
し�

よ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
。�

�
�　

　
　
　
　
そ
う
だ
よ
。
こ
れ
か�

　
　
　
　
ら
の
地
方
分
権
型
社
会�

　
　
　
　
に
対
応
し
て
い
く
た
め�

に
も
、
行
政
も
市
民
も
で
き
る
限�

り
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ�

し
、
地
域
住
民
の
要
望
に
密
着
し�

た
、
よ
り
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ�

ス
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て�

い
る
ん
だ
よ
。�

議　　会　　費�
総　　務　　費�
民　　生　　費�
衛　　生　　費�
労　　働　　費�
農林水産業費�

予算額（千円）�構成比（％）�
236,159 1.3
1,943,691 10.6
5,686,625 31.2
1,484,886 8.1
35,905 0.2
719,916 3.9

商　　工　　費�
土　　木　　費�
消　　防　　費�
教　　育　　費�
災  害  復  旧  費�
公　　債　　費�
予　　備　　費�

区　　　分�

250,684 1.4
1,564,939 8.6
1,096,633 6.0
1,279,975 7.0

40 0.0
3,940,547 21.6
10,000 0.1

歳　出　合　計� 18,250,000 100.0

予算額（千円）�構成比（％）�区　　　分�
人　　  件　　  費�
物　　  件　　  費�
維   持   補   修   費�
扶　　  助　　  費�
補 助 費 等 �
公　　  債　　  費�
積　　  立　　  金�
出 資 ・ 貸 付 金 �
繰　　  出　　  金�
前年度繰上充用金�
予　　  備　　  費�
小　　　計�

投資的経費�＋��
�普通建設事業�
補　　助�
単　　独�
県　　営�

�災害復旧事業�
補　　助�

歳　 出　 合　 計�

4,339,787
2,073,903
136,201
2,875,671
1,168,263
3,940,547

0
46,010

1,689,587
0

10,000
16,279,969
1,970,031
1,969,991
344,986
1,602,817
22,188
40
0

18,250,000

23.8
11.4
0.6
15.8
6.4
21.5
0.0
0.3
9.3
0.0
0.1
89.2
10.8
10.8
1.9
8.8
0.1
0.0
0.0

100.0
40 0.0単　　独�

●一 般 会 計…市の基本的な施策をまかなう経費�
　　　　　　　を経理する会計。�
●市　　　債…市の借入金。�
●地方交付税…国が徴収した税金の一定割合を市�
　　　　　　　町村の財政需要に合わせて、配分�
　　　　　　　するお金。�
●国庫支出金…特定の事業に対する国や県からの�
 （県支出金）  負担金や補助金等。�
●繰　入　金…市の基金（家計でいう貯金）を取�
　　　　　　　り崩して、一般会計に繰り入れる�
　　　　　　　こと。�
●公　債　費…市債を返済するためのお金。�
●投資的経費…施設や道路、公園などの建設事業�
　　　　　　　費等。�
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ふ
ー
ん
、
そ
う
な
ん�

　
　
　
　
だ
ぁ
ー
。�

　
予
算
の
こ
と
は
、
分
か
ら
な
い�

こ
と
や
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
け�

ど
、
僕
た
ち
も
し
っ
か
り
勉
強
し�

な
く
て
は
い
け
な
い
ね
。�

�
�　

　
　
　
　
じ
ゃ
、
15
年
度
に
行�

　
　
　
　
う
予
定
の
主
な
新
し
い�

　
　
　
　
事
業
を
あ
げ
て
み
よ
う
。�

　
瓶
岩
地
区
の
テ
レ
ビ
難
視
聴
対�

策
事
業
、
後
免
野
田
小
学
校
放
課�

後
児
童
施
設
改
築
事
業
、
十
市
保�

育
所
施
設
整
備
事
業
、
片
山
多
目�

的
運
動
広
場
整
備
事
業
、
植
田
団�

地
造
成
工
事
負
担
金
、
改
良
住
宅�

改
善
事
業
、
大
湊
小
学
校
・
鳶
ケ�

池
中
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
耐
震�

補
強
事
業
、
国
体
地
区
協
力
会
の�

地
域
活
動
の
経
験
と
特
徴
を
活
か�

し
た
自
主
的
な
取
り
組
み
の
育
成�

補
助
と
し
て
自
治
活
動
団
体
補
助�

金
、
医
療
費
助
成
を
満
２
歳
児
ま�

で
拡
大
し
た
幼
児
医
療
費
な
ど
が�

あ
る
け
ど
、
そ
の
ほ
か
に
も
い
ろ�

ん
な
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に�

な
っ
て
い
る
か
ら
、
上
の
南
国
市�

総
合
計
画
に
添
っ
て
一
緒
に
見
て�

い
こ
う
よ
。�

　
予
算
の
こ
と
で
知
り
た
い
こ
と�

や
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
財
政
課�

（
�
８
８
０
・
６
５
５
２
）
に
問�

い
合
わ
せ
る
と
い
い
よ
。�

項　　　　目　　　　　　  事業費（万円）� 項　　　　目　　　　　　  事業費（万円）�

トヨアキ� ジロー�

������

土
地
対
策
課
を
新
設

基
幹
型�

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

国
体
推
進
室
を
廃
止ま

ち
づ
く
り
係
を
廃
止

都
市
整
備
係
を
増
員

市
町
村
合
併
担
当
対
策�

　
監
を
廃
止
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�
市
内
の
地
籍
調
査
・
国
土
調
査
業
務
を
本
格
的
に
推
進
す
る
た
め
、�

　
土
地
対
策
課
を
新
設

土
地
対
策
課
を
新
設
し
ま
し
た
。�

�
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
高
齢
者
の
在
宅
介
護
等
に
関
す
る
保
健
、�

　
福
祉
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
調
整
し
、
併
せ
て
地
域
型�

　
支
援
セ
ン
タ
ー
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
機
関
の
指
導
支
援
を
行
う
基
幹
型

基
幹
型�

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。�

�
国
体
終
了
に
よ
り
、
国
体
推
進
室
を
廃
止

国
体
推
進
室
を
廃
止
し
ま
し
た
。�

�
後
免
町
再
開
発
事
業
の
中
止
に
伴
い
、
ま
ち
づ
く
り
係
を
廃
止

ま
ち
づ
く
り
係
を
廃
止
し
、�

　
街
路
事
業
を
推
進
す
る
た
め
都
市
整
備
係
を
増
員

都
市
整
備
係
を
増
員
し
ま
し
た
。�

�
単
独
自
立
や
む
な
し
の
状
況
で
あ
る
た
め
、
市
町
村
合
併
担
当
対
策

市
町
村
合
併
担
当
対
策�

　
監
を
廃
止

　
監
を
廃
止
し
ま
し
た
。�

★
課
長
１
名
、
課
長
補
佐
へ
の
昇
格�

　
２
名
中
２
名
に
女
子
職
員
を
登
用�

　
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に�

　
向
け
て
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま�

　
し
た
。�

�

　
一
　
般
　
　
　
　
54
名�

�

技
　
師
　
等
　
　
　
10
名�

�

保
　
育
　
士
　
　
　
23
名�

�

調
　
理
　
師
　
　
　�

　
（
保
育
・
学
校
・
幼
稚
園
）�

　
消
　
防
　
士
　
　
　
36
名�

�

保
　
健
　
師
　
　
　
2
名�

16
名�

　市民が安心して住める、安全な住宅・まちづ�
くりをめざして、４月から南国市住宅防災計画�
が始まりましたが、今回は、今年度の計画およ�
び内容についてお知らせします。�

密集住宅市街地�
耐震安全性調査�

※お問い合わせは、住宅課建築係（�８８０ー６５５８）まで�

　地域の防災について、みんなで地域の現状�
を点検したり、ワークショップを開催してハ�
ザードマップなどを防災組織の皆さんと一緒�
に作成して、地域のまちづくりや地震防災の�
資料として活用します。�

　市内全域の一般住宅（昭和56年建築基準法�
改正以前の木造専用・併用住宅）を対象に、�
５年計画で行います。�

　木造住宅の耐震診断を行うもので、国・県・�
市から調査に要する補助金がでますが、自己�
負担（約3,000円程度）が必要です。�

　市民が安心して住宅の耐震補強・改修工事�
の相談や工事の注文ができる耐震診断士や施�
行業者で耐震工事の応援隊です。�

耐震診断士養成�

自主防災組織�
協 議 �

耐震改修に関する
市 民 意 向 調 査 �

なんこく住宅改援隊
研 修 会 ・ 育 成 �

木 造 住 宅 �
耐 震 調 査 �

３
月�

２
月�

１
月�

12
月�

11
月�

10
月�

９
月�

８
月�

７
月�

６
月�

５
月�

４
月�

簡易耐震性調査�



広広報報ななんんここくく５５月月号号6

�

▼
保
健
課
長
補
佐
兼
高
齢
者
介
護

▼
保
健
課
長
補
佐
兼
高
齢
者
介
護�

保
険
係
長
＝
中
村
さ
ぢ
（
保
健
課

保
険
係
長
＝
中
村
さ
ぢ
（
保
健
課�

係
長
）
▼
生
活
環
境
課
長
補
佐
兼

係
長
）
▼
生
活
環
境
課
長
補
佐
兼�

環
境
係
長
＝
島
内
暁
（
生
活
環
境

環
境
係
長
＝
島
内
暁
（
生
活
環
境�

課
長
補
佐
兼
係
長
）
▼
土
地
対
策

課
長
補
佐
兼
係
長
）
▼
土
地
対
策�

課
長
補
佐
兼
土
地
対
策
係
長
＝

課
長
補
佐
兼
土
地
対
策
係
長
＝�

神
田
彰
（
税
務
課
長
補
佐
兼
係
長
）

神
田
彰
（
税
務
課
長
補
佐
兼
係
長
）�

▼
商
工
水
産
課
長
補
佐
兼
商
工
観

▼
商
工
水
産
課
長
補
佐
兼
商
工
観�

光
係
長
＝
吉
岡
秀
文
（
企
画
課
対

光
係
長
＝
吉
岡
秀
文
（
企
画
課
対�

策
監
）
▼
福
祉
事
務
所
次
長
兼
保

策
監
）
▼
福
祉
事
務
所
次
長
兼
保�

育
係
長
＝
田
岡
由
記
子
（
総
務
課

育
係
長
＝
田
岡
由
記
子
（
総
務
課�

係
長
）
▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

係
長
）
▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務�

局
次
長
＝
井
上
真
実
（
財
政
課
長

局
次
長
＝
井
上
真
実
（
財
政
課
長�

補
佐
兼
係
長
）
▼

補
佐
兼
係
長
）
▼
学
校
教
育
課
対

学
校
教
育
課
対�

策
監
（
学
校
教
育
担
当
）
兼
学
校

策
監
（
学
校
教
育
担
当
）
兼
学
校�

教
育
指
導
係
長
＝
竹
内
信
人
（
県

教
育
指
導
係
長
＝
竹
内
信
人
（
県�

教
委
）

教
委
） �

�

◎
保
育
所

◎
保
育
所�

▼
国
府
保
育
所
長
＝
高
橋
早
苗

▼
国
府
保
育
所
長
＝
高
橋
早
苗�

（
稲
生
保
育
所
長
）
▼
長
岡
西
部

（
稲
生
保
育
所
長
）
▼
長
岡
西
部�

保
育
所
長
＝
谷
田
陽
子
（
国
府
保

保
育
所
長
＝
谷
田
陽
子
（
国
府
保�

育
所
長
）
▼
あ
け
ぼ
の
保
育
所
長

育
所
長
）
▼
あ
け
ぼ
の
保
育
所
長�

＝
西
岡
さ
ゆ
り
（
長
岡
西
部
保
育

＝
西
岡
さ
ゆ
り
（
長
岡
西
部
保
育�

所
長
）
▼
稲
生
保
育
所
長
＝
久
武

所
長
）
▼
稲
生
保
育
所
長
＝
久
武�

玲
子
（
あ
け
ぼ
の
保
育
所
長
）

玲
子
（
あ
け
ぼ
の
保
育
所
長
）�

▼
財
政
課
長
＝
豊
永
克
重
（
農
林

▼
財
政
課
長
＝
豊
永
克
重
（
農
林�

課
長
）
▼
税
務
課
長
＝
永
吉
拓
道

課
長
）
▼
税
務
課
長
＝
永
吉
拓
道�

（
会
計
課
長
）
▼
土
地
対
策
課
長

（
会
計
課
長
）
▼
土
地
対
策
課
長�

＝
谷
田
一
男
（
商
工
水
産
課
長
補

＝
谷
田
一
男
（
商
工
水
産
課
長
補�

佐
兼
係
長
）
▼
農
林
課
長
＝
竹
村

佐
兼
係
長
）
▼
農
林
課
長
＝
竹
村�

修
（
国
体
推
進
室
長
）
▼
会
計
課

修
（
国
体
推
進
室
長
）
▼
会
計
課�

長
＝
佃
洋
二
（
税
務
課
長
）
▼
福

長
＝
佃
洋
二
（
税
務
課
長
）
▼
福�

祉
事
務
所
長
＝
高
木
正
平
（
福
祉

祉
事
務
所
長
＝
高
木
正
平
（
福
祉�

事
務
所
次
長
兼
係
長
）
▼
水
道
局

事
務
所
次
長
兼
係
長
）
▼
水
道
局�

長
＝
吉
川
勇
和
夫
（
都
市
計
画
課

長
＝
吉
川
勇
和
夫
（
都
市
計
画
課�

長
補
佐
兼
係
長
）
▼

長
補
佐
兼
係
長
）
▼
学
校
教
育
課

学
校
教
育
課�

長
＝
東
川
美
知
子
（
県
教
委
）

長
＝
東
川
美
知
子
（
県
教
委
）�

����

▼
財
政
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
＝

▼
財
政
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
＝�

川
添
豊
明
（
企
画
課
長
補
佐
兼
係

川
添
豊
明
（
企
画
課
長
補
佐
兼
係�

長
）
▼
企
画
課
長
補
佐
兼
企
画
調

長
）
▼
企
画
課
長
補
佐
兼
企
画
調�

整
係
長
＝
和
田
義
許
（
国
体
推
進

整
係
長
＝
和
田
義
許
（
国
体
推
進�

室
長
補
佐
兼
係
長
）
▼
税
務
課
長

室
長
補
佐
兼
係
長
）
▼
税
務
課
長�

補
佐
兼
資
産
税
係
長
＝
西
川
潔

補
佐
兼
資
産
税
係
長
＝
西
川
潔�

（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
係

（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
係�

長
）
▼
市
民
課
長
補
佐
兼
年
金
係

長
）
▼
市
民
課
長
補
佐
兼
年
金
係�

長
＝
吉
岡
道
穂
（
保
健
課
長
補
佐

長
＝
吉
岡
道
穂
（
保
健
課
長
補
佐�

兼
係
長
）

兼
係
長
）�

◎
消
防 �

▼
予
防
課
長
補
佐
＝
田
村
耕
三�

（
総
務
課
長
補
佐
兼
係
長
）�

▼
副
署
長
兼
北
部
出
張
所
長
＝�

岡
田
豊
（
副
署
長
）�

▼
副
署
長
＝
田
岡
高
昭
（
副
署
長�

兼
北
部
出
張
所
長
）�

���

▼
企
画
課
空
港
対
策
係
長
兼
阿
佐�

線
対
策
係
長
＝
門
田
秀
夫
（
企
画�

課
係
長
）
▼
総
務
課
総
務
係
長
＝�

中
沢
孝
夫
（
水
道
局
係
長
）
▼
都�

市
計
画
課
都
市
計
画
係
長
＝
橋
本�

保
（
都
市
計
画
課
係
長
）
▼
保
健�

課
給
付
係
長
＝
福
井
富
美
子
（
市�

民
課
係
長
）
▼
水
道
局
営
業
係
長�

＝
沢
田
一
彦
（
企
画
課
係
長
）�

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
農
業
振
興�

係
長
＝
溝
渕
慶
喜
（
国
体
推
進
室�

係
長
）�

�

◎
消
防�

▼
総
務
課
総
務
係
長
＝
竹
内
正
剛
　�

（
第
２
消
防
隊
副
隊
長
兼
警
防
係�

主
任
）�

　
　
（
掲
載
は
係
長
相
当
職
以
上
）�

【
係
長
級
】�

【
新
規
採
用
者
】�

　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
付
）�

�

�
田
乃
輔
（
消
防
署
）      �

�

中
村
修
一
（
消
防
署
）     �

　
堀
内
建
吾
（
消
防
署
）     �

�

黒
岩
由
紀
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）�

�

　�

���

　
吉
岡
重
子
　
（
長
岡
西
部
保
育
所
）�

　
刈
谷
俶
子
　
（
市
民
課
）�

　
沢
村
恵
美
子
（
長
岡
小
学
校
）�

�

土
居
信
幸
　
（
財
政
課
）�

　
野
口
容
子
　
（
消
防
本
部
）�

　
長
尾
征
洋
　
（
生
活
環
境
課
）�

�

西
山
八
郎
　
（
水
道
局
）�

�

福
川
学
　
　
（
福
祉
事
務
所
）�

�

野
村
美
枝
　
（
長
岡
東
部
保
育
所
）�

�

入
野
了
士
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）�

�

西
尾
洋
之
　
（
学
校
教
育
課
）�

�

大
塚
剛
弘
　
（
学
校
教
育
課
）�

【
退
職
者
】 �

　
　
　
　
　
　
（
３
月
31
日
付
）�

▼
保
健
課
長
補
佐
兼
高
齢
者
介
護�

保
険
係
長
＝
中
村
さ
ぢ
（
保
健
課�

係
長
）
▼
生
活
環
境
課
長
補
佐
兼�

環
境
係
長
＝
島
内
暁
（
生
活
環
境�

課
長
補
佐
兼
係
長
）
▼
土
地
対
策�

課
長
補
佐
兼
土
地
対
策
係
長
＝�

神
田
彰
（
税
務
課
長
補
佐
兼
係
長
）�

▼
商
工
水
産
課
長
補
佐
兼
商
工
観�

光
係
長
＝
吉
岡
秀
文
（
企
画
課
対�

策
監
）
▼
福
祉
事
務
所
次
長
兼
保�

育
係
長
＝
田
岡
由
記
子
（
総
務
課�

係
長
）
▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務�

局
次
長
＝
井
上
真
実
（
財
政
課
長�

補
佐
兼
係
長
）
▼
学
校
教
育
課
対�

策
監
（
学
校
教
育
担
当
）
兼
学
校�

教
育
指
導
係
長
＝
竹
内
信
人
（
県�

教
委
） �

�

◎
保
育
所�

▼
国
府
保
育
所
長
＝
高
橋
早
苗�

（
稲
生
保
育
所
長
）
▼
長
岡
西
部�

保
育
所
長
＝
谷
田
陽
子
（
国
府
保�

育
所
長
）
▼
あ
け
ぼ
の
保
育
所
長�

＝
西
岡
さ
ゆ
り
（
長
岡
西
部
保
育�

所
長
）
▼
稲
生
保
育
所
長
＝
久
武�

玲
子
（
あ
け
ぼ
の
保
育
所
長
）�

【
課
長
補
佐
級
】

【
課
長
補
佐
級
】�

【
課
長
補
佐
級
】�

▼
財
政
課
長
＝
豊
永
克
重
（
農
林�

課
長
）
▼
税
務
課
長
＝
永
吉
拓
道�

（
会
計
課
長
）
▼
土
地
対
策
課
長�

＝
谷
田
一
男
（
商
工
水
産
課
長
補�

佐
兼
係
長
）
▼
農
林
課
長
＝
竹
村�

修
（
国
体
推
進
室
長
）
▼
会
計
課�

長
＝
佃
洋
二
（
税
務
課
長
）
▼
福�

祉
事
務
所
長
＝
高
木
正
平
（
福
祉�

事
務
所
次
長
兼
係
長
）
▼
水
道
局�

長
＝
吉
川
勇
和
夫
（
都
市
計
画
課�

長
補
佐
兼
係
長
）
▼
学
校
教
育
課�

長
＝
東
川
美
知
子
（
県
教
委
）�

����

▼
財
政
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
＝�

川
添
豊
明
（
企
画
課
長
補
佐
兼
係�

長
）
▼
企
画
課
長
補
佐
兼
企
画
調�

整
係
長
＝
和
田
義
許
（
国
体
推
進�

室
長
補
佐
兼
係
長
）
▼
税
務
課
長�

補
佐
兼
資
産
税
係
長
＝
西
川
潔�

（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
係�

長
）
▼
市
民
課
長
補
佐
兼
年
金
係�

長
＝
吉
岡
道
穂
（
保
健
課
長
補
佐�

兼
係
長
）�

【
課
長
級
】�

　
　
（
上
段
よ
り
続
く
）�

※お問い合わせは、市民課戸籍係�
�          　　　　（�８８０－６５５５）まで�

�

　戸籍の届け出に係る虚偽届出の抑止と、�
市民の個人情報保護のため本人確認を実施�
します。�
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え
は
い
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
習
慣
に�

慣
れ
は
じ
め
て
い
た
私
に
は
自
分
が�

客
と
し
て
大
切
に
さ
れ
た
、
と
は
思�

え
な
か
っ
た
。�

　
イ
ギ
リ
ス
で
の
待
ち
時
間
の
長
さ�

は
半
端
で
は
な
い
。
空
港
や
タ
ー
ミ�

ナ
ル
の
よ
う
に
一
刻
を
争
う
所
も
例�

外
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
人
々
が
じ�

っ
と
待
つ
の
は
、
順
番
が
来
れ
ば
店�

員
は
「
に
こ
っ
」
と
し
て
、
ど
ん
な�

さ
さ
い
な
買
い
物
で
も
最
優
先
に
対�

応
し
、
私
の
注
文
が
終
わ
る
ま
で
は�

決
し
て
次
の
人
の
注
文
を
聞
い
た
り�

し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
買
い
物
の
多�

寡
や
人
種
や
身
な
り
に
関
係
な
く
、�

順
番
優
先
と
い
う
原
理
が
こ
の
長
い�

「
行
列
」
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。�

評
判
の
悪
い
「
行
列
」
で
あ
る
が
、�

そ
こ
に
は
「
公
平
」
の
原
理
が
生
き�

て
い
る
よ
う
に
思
う
。�

�

確
か
に
待
つ
の
は
大
変
で
あ
る
。�

で
き
れ
ば
避
け
た
い
。
そ
う
し
た
と�

き
、
少
数
者
や
非
力
な
も
の
で
も
声�

を
挙
げ
、
順
番
を
待
っ
て
い
れ
ば
、�

必
ず
順
番
が
く
る
、
と
い
う
の
は
一�

つ
の
識
見
か
も
し
れ
な
い
。�

�

有
力
者
や
お
金
の
あ
る
人
だ
け
が�

力
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
社
会
、
そ�

ん
な
社
会
は
ど
う
し
た
ら
実
現
で
き�

る
の
で
あ
ろ
う
か
、
少
し
ヒ
ン
ト
を�

与
え
ら
れ
た
気
が
す
る
長
期
出
張
で�

あ
っ
た
。�

た�
か�

　
最
近
は
日
本
で
も
何
か
物
を
買
う�

と
き
な
ど
に
行
列
を
つ
く
る
こ
と
が�

増
え
て
き
た
。
ス
ー
パ
ー
で
の
レ
ジ�

待
ち
は
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
。�

�

昨
年
か
ら
、
仕
事
で
し
ば
ら
く
イ�

ギ
リ
ス
に
滞
在
し
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ�

ッ
パ
で
の
「
行
列
」
は
有
名
で
あ
る
。�

し
か
し
、
私
は
日
本
で
の
経
験
か
ら
、�

行
列
に
は
慣
れ
て
い
る
つ
も
り
で
い�

た
。
だ
が
、
実
際
に
生
活
す
る
と
、�

買
う
・
お
金
を
お
ろ
す
・
ト
イ
レ
に�

入
る
、
と
い
っ
た
日
常
生
活
上
、
不�

可
欠
な
用
事
を
す
る
時
に
す
べ
て
列�

を
つ
く
っ
て
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、�

正
直
閉
口
し
た
。
列
を
つ
く
る
こ
と�

も
そ
う
だ
が
、
何
か
し
よ
う
、
し
な�

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
っ
た
時
に�

「
待
ち
」
時
間
を
考
慮
に
入
れ
な
け�

れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
で
あ
れ
ば
５�

分
と
か
か
ら
な
い
よ
う
な
事
に
20
分
、�

30
分
か
か
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
。�

た
だ
で
さ
え
、
語
学
の
ハ
ン
デ
イ
が�

あ
っ
て
時
間
が
貴
重
な
の
に
、
そ
の�

時
間
を
こ
ん
な
事
に
費
や
し
て
し
ま�

っ
て
と
、
ど
こ
に
も
ぶ
つ
け
ら
れ
な�

い
怒
り
を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。�

　
と
こ
ろ
が
、
帰
国
後
、
今
度
は
日�

本
の
商
店
の
応
対
に
違
和
感
を
感
じ�

た
。
私
に
対
応
し
て
く
れ
て
い
た
店�

員
が
、
私
へ
の
対
応
の
途
中
で
、
他�

の
お
客
の
質
問
に
も
応
じ
、
ど
ち
ら�

も
中
途
半
端
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い�

た
。
「
臨
機
応
変
」
と
い
え
ば
聞
こ�
�

▼
保
健
課
長
補
佐
兼
高
齢
者
介
護�

保
険
係
長
＝
中
村
さ
ぢ
（
保
健
課�

係
長
）
▼
生
活
環
境
課
長
補
佐
兼�

環
境
係
長
＝
島
内
暁
（
生
活
環
境�

課
長
補
佐
兼
係
長
）
▼
土
地
対
策�

課
長
補
佐
兼
土
地
対
策
係
長
＝�

神
田
彰
（
税
務
課
長
補
佐
兼
係
長
）�

▼
商
工
水
産
課
長
補
佐
兼
商
工
観�

光
係
長
＝
吉
岡
秀
文
（
企
画
課
対�

策
監
）
▼
福
祉
事
務
所
次
長
兼
保�

育
係
長
＝
田
岡
由
記
子
（
総
務
課�

係
長
）
▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務�

局
次
長
＝
井
上
真
実
（
財
政
課
長�

補
佐
兼
係
長
）
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■３つの環境分野別取り組み�

将来環境像は21世紀半ばを、取り組みの体系はおおむね10年間を期間としています。�

■共通の基盤となる�
　取り組みを支えるしくみ�

四季を体感できる�
まちづくり�

�  

自
然
環
境
保
全
制
度
の
充
実�

�  

自
然
回
復
へ
の
挑
戦�

�  

田
園
生
態
系
の
保
全�

�  

海
洋
・
海
浜
の
保
全�

�  

流
域
環
境
の
保
全�

�  

地
産
地
消
の
推
進�

�  

ご
み
の
発
生
抑
制
・
減
量
の
推
進�

�  

資
源
の
循
環
利
用
の
推
進�

�  

ご
み
の
適
正
処
理�

�  

水
の
循
環
利
用
の
推
進�

�  

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上�

�  

地
球
温
暖
化
の
防
止�

�  

環
境
と
人
と
が
調
和
す
る
ま
ち
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
格
づ
く
り�

�  

環
境
と
調
和
す
る
防
災
対
策�

�  

水
と
緑
の
快
適
性
の
向
上�

�  

歴
史
・
文
化
の
継
承
、
育
成�

�  

公
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り�

（目標）�

資源の循環をめざす�
まちづくり�

（目標）�

思いやりが育む�
くらしたいまち�
づくり�

（目標）� （目標）�
みんなが活躍する�
まちづくり�

�
「
思
い
や
り
の
あ
る
」
人
に
な
る�

�  

思
い
を「
動
き
」に
で
き
る
人
に
な
る�

�  

ひ
と
り
か
ら
み
ん
な
に�

　
　
　
　
　
　
　
　
「
広
げ
る
」人
に
な
る�

《 南国市の将来環境像 》�

おいしい「水」、たのしい「田園・里山」、誇れる「歴史」�
子どももお年寄りも「元気」な南国市をめざします。�

■取り組み項目� ■取り組み項目�
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穴内川�

奈路川�

笠ノ川川�

南国SA

南国IC
領石川�国分川�

下田川�

後川�

高知空港�

後免駅�

土佐長岡駅�

JR
土讃
線�

・具体的かつ、総合的な施策を策定し、�
　実施する�
・広域的な取り組みを進める�
・主体的な取り組みや連携・協働を支援・�
　促進する�
・事業者として自ら、環境に配慮した�
　行動に取り組む�

○市外から訪れる人も含まれます。�

※お問い合わせは、生活環境課環境係（�８８０ー６５５７）まで�

市民�

・身近なところから取り組む�

・環境学習、環境保全活動に�
　参加する�

事業者�

市�・公害の防止に努める�
・環境への負荷の少ない製品や�
　サービスを提供する�
・地域の環境保全活動に協力する�

�

既存の便利な都市基盤を活用・�
再構築してまちの魅力を高め、�
環境への負荷を減らす未来型ま�
ちづくりをめざす。�

ｅまち育成地域�

�

都市および田園地帯に隣接する�
身近な里地里山保全・維持管理�
をし、多様で自然度の高い環境�
の保全と共生をめざす。�

里地里山共生地域�

�

海を通して「地球」の環境を身近に�
感じ、健全で恵み豊かな海と開放感�
のある海浜の保全をめざす。�

海浜・海洋共生地域�

�

必要な基盤整備を行い、安全�
な食料の生産と多様な田園環�
境の保全・復元をめざす。�

田園共生地域�

�

国分川や国分寺に代表される�
山麓・丘陵の親しみやすく豊�
かな自然・歴史との共生発展�
をめざす。�

歴史活用地域�

�

四国の生命線・吉野川水系の水源�
地域として、水源かん養や大気浄�
化機能など生産能力の高い山林の�
育成をめざす。�

清流保全地域�

�

南国市民の心のふるさととして、�
環境と共生する地域循環型ライフ�
スタイルのモデル地区として、環�
境と文化の継承をめざす。�

ふるさと保全地域�
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私
は
、
選
挙
は
国
民
の
義
務
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
っ
た
い
に
投
票
に
行
き
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

３月24日

夢のある図書館に！�夢のある図書館に！�
シャッターに絵が完成シャッターに絵が完成�シャッターに絵が完成シャッターに絵が完成�

「国府史跡保存会」主催による第20回
「貫之墓参」が、滋賀県大津市で開催されま
した。
大津市関係者、地元史談会、京都県人会、

県大阪事務所などからも合流し、67名の参
加がありました。延暦寺お僧による墓前法
要と記念交流会がにぎやかに開催され、貫
之敬慕を分かち合いました。
また、南国市観光協会による案内板設置、

保存会による墓所周辺整備、記念植樹が行
われ、貫之の「えにし」による交流がます
ます深められています。

４月５～６日

貫之しのび墓参20回！� 貫之しのび墓参20回！�

３月21日

第４回�
おながどりカップ開催！�
第４回�
おながどりカップ開催！�
南国市障害者計画の実施のひとつとして第４

回おながどりカップ南国市長杯（身体障害者卓
球大会）が開催されました。
選手は、いろいろな大会へ出場しているベテ

ランの方から、久しぶりにラケットを握った方
などさまざまで、和気あいあいとした雰囲気の
中、試合が進められ交流を深めました。
表彰式後、選手達は第５回大会での再会を約

束しあっていました。

市立図書館のイメージアップと街の活性化
の一助にと、岡豊高校アニメ部の大原千明さ
んと山本亜梨沙さんのアイデア作品をもと
に、同部と鳶ヶ池中学校美術部の皆さん、さ
らにボランティアの方々も加わり、４枚のシ
ャッターに夢いっぱいの絵を完成させまし
た。「かわいいし、明るくなったねぇ」と評
判も上々です。
日曜開館や閉館時間を１時間遅らせるな

ど、利用しやすくなった図書館。館長は、
「絵を楽しんでいただき、本にも親しんでほ
しい」と話しています。
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▲３／23 吉野会主催の吉野さく
ら・ツツジ観賞会　　　　　
（岡豊町小蓮・長畝古墳公園）

▲３／９ 水生生物の学習会　　　
（オフィスパーク・蛍が丘公園）

▲３／23 平成14年度南国市体育
協会表彰式　　

（スポーツセンター）

▲３／２ 舟入川・藻川・新川
一斉清掃　　　　　　　（小籠）

▲３／25 中学硬式野球チーム　
「南国マリナーズ」全国大会出
場あいさつ　　　　　（市役所）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
類
分
別
収
集
で
、
今
ま
で
の
可
燃
ご
み
の
３
分
の
２
が
、
資
源
ご
み
と
な
り
ま
し
た
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

３月30日

▲３／４ 社会への旅立ちを励ま
す会　　　　（グレース浜すし）

第9回貫之さくら祭り回貫之さくら祭り�第9回貫之さくら祭り回貫之さくら祭り�
にぎやかにお花見！�にぎやかにお花見！�

▲３／18 花の直販店�さん花園　
による卒業生のための花かごづ
くりボランティア

（長岡小学校）

▲３／１～４ 春期全国火災予防
運動にあわせた消防団による防
火パレード　　　　（市内巡回）

▲３／27 南国市市民環境懇話会
が市の環境問題について市長と
話しました。 （市役所）

春一番のイベント「第９回貫之さくら祭
り」が熊野神社で開催されました。満開の
桜の下で、日本文化の紹介と外国の方々の
和服の試着体験などが盛大に催されました。
また、香長中学校音楽部・吹奏楽部によ

る演奏、フラダンス、文化推進協議会によ
る芸能披露、カラオケ交流、じゃんけん大
会（外国の方を対象）なども行われ、老若
男女が楽しみました。



広広報報ななんんここくく５５月月号号12

■締め切り／平成15年５月15日( 木 ) 必着

■あて先／�783ー8501 南国市大埇甲2301

南国市企画課親子クイズ係
■賞　品／正解者の中から抽選で、５人に

図書券を贈呈
★第371回親子クイズの答えは、
「トウイツチホウセンキョ（統一地方選挙）」でした。

★応募総数／48通 ★正 解 率／100％

【第371回当選者】
宮本　泰子さん（陣　山）
谷合　百世さん（大埇甲）

浜田　寿和さん（明　見）
大原　千佳さん（大埇甲）

川西真紀子さん（大埇甲）

372

ウ�

ト�

チ�

ウ�

ズ�

テ�

ン�

シ�ク�

ツ�
キ�
セ�
ヨ�

ホ�
ウ�

ウ�

デ�
シ�

チ�ケ�

イ�

ダ�

イ�

371回解答�

３
月
号
の
「
親
子
ク
イ
ズ
」
答
え
の
「
地
産
地
消
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
知
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

QQQQ 皆皆ささんんのの周周りりででははももうう終終わわりり
ままししたたかか？？「「ＡＡＢＢＣＣＤＤＡＡＥＥＦＦ」」

タタテテタタテテ ① 70歳のお祝い。

②お相撲さんが踏むもの。

③苗字と○○○。
④無料のこと。

⑤ 12月25日。

� 魚を捕るとき投げ�て使います。

ヨヨココヨヨココ ①メガネの代わり、○○○○○レンズ。

②英語でいえばゼブラ。
⑦大きな○○で元気よく。

⑧夏から秋に咲きます。メキシコの国花。

�石炭の別名。

�手に何も持っていないこと。

����

��

��

��

��

��

Ｃ�

Ａ�

Ｄ�

Ｅ�

Ｆ�

Ｂ�

��

��

��

親子クイズは、広報委員が南国市に関する
ことを毎月順番に考えています。

　
４
月
に
、
県
内
で
初
め
て
の
民
間
人
校
長�

と
な
っ
た
堀
田
樹
彦
さ
ん
が
、
大
篠
小
学
校�

に
着
任
し
ま
し
た
。�

　
堀
田
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
カ
シ
オ
計
算
機
株�

式
会
社
に
勤
務
。
企
業
で
培
わ
れ
た
豊
富
な�

社
会
経
験
と
実
績
を
生
か
し
、
教
育
現
場
に�

社
会
の
風
を
吹
き
込
ん
で
学
校
全
体
の
活
力�

を
高
め
て
く
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
「
大
篠
小
学
校
は
、
南
国
市
の
伝
統
あ
る�

学
校
な
の
で
、
そ
れ
を
大
切
に
し
つ
つ
、
新�

し
い
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
ど
う
取
り
入
れ
て
い�

く
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
子
ど
も
た�

ち
が
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
よ
う
な
学
校�

を
つ
く
り
た
い
」
と
校
長
と
し
て
の
抱
負
を�

語
っ
て
い
ま
し
た
。�

　「なんこくボランティアＤＡＹ」は、さ�
まざまなボランティア体験を通じて、南国�
市におけるボランティアの発掘・育成、ま�
た活動の啓発・推進を図ることを目的に開�
催します。�

■とき�
　5月18日（日）　10：00～15：00（小雨決行） �
■ところ／南国市役所駐車場�
■内容�
　①ボランティア体験�
　　�さをり織り体験、高齢者疑似体験など�
　②イベントコーナー�
　　�マッサージコーナー・障害者スポーツ体験�
　　　コーナー�
　③使用済切手・テレホンカードの回収�
■参加料／無料�
�
※お問い合わせは�
　　　　社会福祉協議会（�８６３－４４４４）まで�

�
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■とき／５月18日(日)　９：00～競技開始 

　　　　＊８：30から受付��
■競技種目／大人…バレーボール、相撲�
　　　　　　子ども…ゲーム�
■参加料／１人つき500円�
■申込方法／電話で直接お申し込みください。�
■申込締切／５月11日(日)　　　　　　　 
�
※申込先・お問い合わせは、ＡＳ奈路倶楽部�
　　　川村一成（�８６２ー３１２５）�
　　　中内  功 （�８６２ー０３２８）まで�

　毎日の暮らしの中で、国�
や県、市またはJRやNTTな�
どの仕事について、苦情や�
要望はありませんか。�
　相談料は無料で秘密は守ります。お気軽に�
ご相談ください。�

※お問い合わせは�
　　　じんけんセンター�
　　　　（�８８０－６５７０）まで�

■南国市行政相談委員�
　　　　　　　（総務大臣から委嘱）�

足利　多美　　岡豊町江村８６ー２�
　　　　　　　�８６３ー０６０２�

山岡　幹雄
　　里改田３１５         �

　　　　　　　�８６５ー２５６９�

相談委員　　　　住所・連絡先�

　
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
、
若
い
時
は
ボ�

ウ
リ
ン
グ
を
し
て
い
ま
し
た
。
高
知
に
初�

め
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
が
で
き
た
時
か
ら
し�

て
お
り
、
大
会
な
ど
で
海
外
に
も
行
っ
た�

こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

　
妻
と
２
人
で
農
業
を
し
て
お
り
、
ぬ
き�

菜
や
枝
豆
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。
市
場�

で
古
く
か
ら
の
友
人
に
会
う
こ
と
が
楽
し�

み
で
、
声
を
か
け
ら
れ
る
と
と
て
も
う
れ�

し
い
ん
で
す
よ
！�

　
５
人
の
孫
が
い
ま
す
が
、
「
み
ん
な
の�

将
来
は
ど
ん
な
に
な
る
の
か
？
」
と
思
い�

を
は
せ
、
自
分
の
励
み
に
し
て
い
ま
す
。�

�

　
「
孫
の
こ
と
な
ど
を
思
い
な
が
ら
、
毎�

日
を
暮
ら
せ
る
の
が
幸
せ
」
と
話
す
井
口�

さ
ん
。
孫
の
話
に
な
る
と
目
尻
を
下
げ
や�

さ
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
顔
に
な
り
ま
す
。�

　
昭
和
27
年
か
ら
57
年
ま
で
、
主
人
と
２
人�

で
魚
屋
を
し
て
い
ま
し
た
。�

　
今
年
で
91
歳
に
な
り
ま
す
。�

　
一
人
暮
ら
し
で
す
が
、
孫
や
ひ
孫
が
会
い�

に
来
て
く
れ
る
こ
と
が
、
な
に
よ
り
の
楽
し�

み
で
す
。
ま
た
、
た
び
た
び
近
所
の
友
達
も�

訪
ね
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
あ
り
が
た
く�

思
っ
て
い
ま
す
。
夢
は
、
孫
や
ひ
孫
と
温
泉�

旅
行
が
し
た
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
南
国
市
は
、
私
の
若
い
時
か
ら
い
え
ば
大�

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
で
も
、
人
柄
の
え
い�

人
が
多
い
と
こ
ろ
は
、
変
わ
っ
て
な
い
と
思�

い
ま
す
。�

�

　
し
ゃ
き
し
ゃ
き
と
話
す
中
田
さ
ん
は
、
と�

て
も
91
歳
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
「
書
や
絵
を�

か
く
こ
と
が
大
好
き
！
」
と
の
こ
と
で
、
壁�

に
は
作
品
が
た
く
さ
ん
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。�

�

�

みみんんななのの広広場場

４
月
号
の
「
親
子
ク
イ
ズ
」。「
期
せ
ず
し
て
」
が
な
か
な
か
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり



犬
の
飼
い
方
・

し
つ
け
方
教
室

ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く
、

わ
か
り
や
す
い
方
法
で
飼
い
方
・
し

つ
け
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
／
５
月
18
日

(日)

（
雨
天
時
は
５
月
25
日

(日)
）

午
後
2
時
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
市
役
所
玄
関
前

■
主
催
／
日
本
愛
玩
動
物
協
会
・

県
愛
玩
動
物
飼
養
管
理
士
会

■
後
援
／
県
薬
務
衛
生
課
・
市
生

活
環
境
課

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課
環
境
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で

南
国
市
「
英
会
話
教
室
」

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

と
の
楽
し
い
交
流
で
、
や
さ
し
い

英
会
話
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

■
時
間
／
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

＊
稲
生
ふ
れ
あ
い
館
の
み
午
後
　

３
時
30
分
〜
５
時

■
対
象
／
18
歳
以
上
の
南
国
市
民

お
よ
び
市
内
勤
務
者

■
受
講
料
／
２
千
円

■
申
込
締
切
／
５
月
16
日

(金)

絵
手
紙
教
室

絵
に
ち
ょ
っ
と
言
葉
を
添
え
て

楽
し
く
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

仲
間
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。

■
と
き

６
月
２
日

(月)
・
６
月
16
日
(月)
・

７
月
14
日
(月)
・
７
月
28
日
(月)
・

８
月
４
日
(月)
・
８
月
18
日
(月)
・

９
月
８
日
(月)
・
９
月
29
日
(月)

■
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
講
師
／
土
居
福
美
さ
ん

■
募
集
人
員
／
30
名

■
受
講
料
／
2
千
円

■
材
料
費
／
実
費

■
申
込
締
切
／
５
月
23
日
(金)

※
各
教
室
の
お
申
し
込
み
方
法

《
往
復
は
が
き
、
ま
た
は
ｅ
メ
ー

ル
に
教
室
名
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

各
１
人
１
枚
》

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
〒
７
８
３
ー
８
５
０
１

南
国
市
大
埇

甲
２
３
０
１

�
８
８
０
・
６
５
６
９
、
ま
た
は

syougai@
city.nankoku.kochi.jp

）

ま
で

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

初
心
者
教
室

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
の
よ
う
な

ボ
ー
ル
を
ク
ラ
ブ
で
打
っ
て
ゴ
ー

ル
の
か
ご
に
何
打
で
入
れ
る
か
と

い
う
競
技
で
す
。
年
齢
に
関
係
な

く
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
５
月
10
日
(土)
・
17
日
(土)

・
24
日
(土)
・
31
日
(土)

午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ
／
空
港
み
ど
り
の
広
場

■
備
考
／
必
要
な
道
具
な
ど
は
貸

与
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

利
岡
和
子

（
�
８
６
５
・
８
８
０
０
）ま
で

初
心
者
手
話
教
室

■
と
き
／
６
月
３
日
(火)
〜
11
月
末

ま
で
の
毎
週
火
曜
日

午
後
７
時
半
〜
８
時
半

■
と
こ
ろ
／
中
央
公
民
館

■
備
考
／
教
材
費
２
千
円
を
初
回
　

に
徴
収
。
小
学
生
以
下
の
方
は

保
護
者
同
伴
。

■
申
込
締
切
／
５
月
31
日
(土)

※
お
問
い
合
わ
せ
は

笹
岡
修
（
�
０
８
８
７
・
５
４
・

１
４
３
９
）ま
で

市
内
一
斉
清
掃

市
内
の
良
好
な
生

活
環
境
を
保
全
す
る

た
め
に
一
斉
清
掃
を

実
施
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き
／
６
月
１
日
(日)

午
前
９
時
30
分
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課
環
境
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で

広広報報ななんんここくく５５月月号号14

ク
イ
ズ
が
好
き
で
初
め
て
応
募
し
ま
し
た
。「
親
子
ク
イ
ズ
」
は
「
親
子
」
で
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
？

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

2003  MAY

期　間　　中学校区　　  受　講　場　所�

毎週水曜日�

毎週火曜日　鳶ヶ池中　ＳＵＮＳＵＮながおか�
　　　　　　香  南  中　日章福祉交流センター�
　　　　　　北  陵  中　久礼田公民館（体育館）�
毎週木曜日　香  長  中　稲 生 ふ れ あ い 館 �

�５月第３火・水曜日、第４木曜�
　日～  連続８回実施。�
�住所または勤務地のある中学校�
　区での受講をお願いします。�
��

備　考�

お返し「食料援助」�

葛目  義人（岡豊町笠ノ川）�
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第
５
回
　
市
長
杯
・
議
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■
と
き
／
５
月
25
日
(日)

■
と
こ
ろ
／
市
民
体
育
館

■
参
加
費
（
１
人
）

▼
連
盟
登
録
者
・
学
生
／
１
種

目
600
円
、
２
種
目
１
千
円

▼
そ
の
他
／
１
種
目
800
円
、

２
種
目
１
千
200
円

■
主
催

南
国
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

■
申
込
方
法
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
　

送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
５
月
15
日
(木)
必
着

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

藤
松
孝
雄
（
〒
７
８
３
ー
０
０
０
４

南

国
市
大
埇
甲
４
１
５
ー
11

�
�
８
６
４
・
２
６
８
９
）ま
で

第
63
回
鑑
賞
例
会

■
と
き

５
月
22
日
(木)

午
後
７
時
開
演

■
と
こ
ろ
／
市
民
体
育
館

■
内
容
／
人
形
劇
団
む
す
び
座
に

よ
る
人
形
劇
「
お
た
ま
じ
ゃ
く

し
の
101
ち
ゃ
ん
」
ほ
か
１
本

※
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
こ
ど
も
劇
場

（
�
８
６
３
・
６
０
８
５
）ま
で

ア
ー
ト
ス
ペ
イ
ス

「
さ
わ
と
」
展
示
会

５
月
〜
８
月
ま
で
開
催
予
定
の

展
示
会
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

★
「
生
活
を
楽
し
く
」

―
さ
を
り
作
品
展
―

５
月
４
日
(日)
〜
25
日
(日)

★
「
く
ぐ
る
」
―
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｙ
Ａ

染
色
作
品
展
―
　
　

６
月
１
日
(日)
〜
22
日
(日)

★
「
涼
を
呼
ぶ
技
」

―
切
り
絵
座
工
房
展
―

７
月
６
日
(日)
〜
27
日
(日)

★
「
く
み
ひ
も
＋
α
」
３
人
展

８
月
３
日
(日)
〜
24
日
(日)

■
開
館
時
間

午
前
10
時
〜

午
後
５
時

＊
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で

■
備
考

木
曜
日
休
館

入
場
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

ア
ー
ト
ス
ペ
イ
ス
「
さ
わ
と
」

（
南
国
市
八
京
９
７
７

�
８
６
２
・
１
２
５
０
）ま
で

おお知知ららせせ

「
親
子
」
で
な
く
て
も
結
構
で
す
よ
。
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

おお
便便
りり
のの
回回
答答

●�

アートスペイス�
「さわと」�

道
路�

高
知
東�

旧
国
道
32
号
線

白木谷線�

県道269号線�
笠ノ川�
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第
18
回
２
０
０
３
初
夏

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
な
ん
こ

く
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

■
と
き
／
５
月
25
日
(日)
　
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

■
と
こ
ろ
／
市
役
所
北
側
駐
車
場

■
参
加
費
／
700
円

■
募
集
店
数
／
約
50
店

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
申
込
方
法
／
出
店
希
望
者
は
、

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
一
言

コ
メ
ン
ト
「
私
が
一
番
輝
い
た

と
き（
い
つ
、
ど
こ
で
）」
を
記

入
■
申
込
締
切
／
５
月
９
日

(金)
必
着

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会

竹
村
（
〒
７
８
３
ー
０
０
１
１

南
国
市

後
免
町
２
ー
４
ー
１

�
８
６
３
・
０
４
９
１
）ま
で

地
域
づ
く
り
団
体
の

活
動
支
援
事
業

地
域
の
活

性
化
の
た
め

に
活
動
を
行

っ
て
い
る
団

体
を
支
援
す

る
た
め
の
南
国
市
地
域
づ
く
り
団

体
等
育
成
事
業
補
助
金
の
応
募
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象

市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
市
で
　

地
域
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い

る
市
民
団
体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
含
む
）

■
支
援
内
容

一
団
体
５
万
円
以
内
の
補
助
金

を
支
給
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

５
月
７
日
(水)
〜
６
月
６
日
(金)

■
申
請
方
法

「
南
国
市
地
域
づ
く
り
団
体
等

育
成
事
業
補
助
金
申
請
書（
企

画
課
で
交
付
）」
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
課
企
画
調
整
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
３
）ま
で

高
知
県
内
水
面
漁
場
管
理

委
員
会
公
聴
会
開
催

９
月
１
日
に
内
水
面
漁
業
権

が
一
斉
切
替
え
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。
今

回
新
た
に
、
も
く
ず
が
に
（
つ
が

に
）
が
対
象
魚
種
と
し
て
追
加
さ

れ
ま
す
。

意
見
公
述
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
５
月
９
日
(金)
（
必
着
）
ま
で

に
、
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
年

齢
・
意
見
公
述
の
要
旨
を
記
入
の

う
え
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
と
き

５
月
12
日
(月)
午
後
１
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ

高
知
市
鷹
匠
町
２
ー
４
ー
26

山
内
会
館
３
Ｆ
高
砂
の
間

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

事
務
局
（
高
知
県
漁
業
管
理
課
）

（
〒
７
８
０
ー
０
８
５
０

高
知
市
丸
の

内
１
ー
７
ー
52
県
庁
西
庁
舎
６
Ｆ

�
８
２
１
・
４
６
０
８

�
８
２
１
・
４
５
２
７
）ま
で

おお知知ららせせ

幼
児
医
療
の
助
成
が
２
歳
児
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。
健
康
に
留
意
し
つ
つ
、
有
効
に
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

日�曜�

�

�　　　　場　　　　　　所　　・　　　時　　　　　間�

��

�

間奏曲　　　　赤川次郎�
贄門島　　　　内田康夫　�
手紙　　　　　東野圭吾�
武蔵と小次郎　津本　陽�

４月から開館時間が�
変わりました。�

情報の「目利き」になる　　�
　　　　　　　日垣　隆�
抗生物質では治らない�
　　　　　　　シュナイアソン　�

往生際の達人　桑原稲敏　�
図解雑学健康診断�
　　　　　　　伊藤幸夫�

ほか�

8

9

13

14

15

16

20

21

水�

水�

木�

金�

木�

   金�

猪野吉保商店前�
10:20～10:40

王子権現神社北側�
10:45～11:05

後免野田小学校�
12:50～13:35

蒲 原 県 営 住 宅 �
10:20～10:50

医 大 蒲 原 宿 舎 �
10:55～11:15

定 林 寺 公 民 館 �
11:20～11:40

鳶 ヶ 池 中 学 校 �
13:10～13:25

里 保 育 所 �
10:20～10:40

十 市 保 育 所 �
10:30～11:00

中 澤 建 材 店 前 �
10:50～11:10

かりやストア前�
14:45～15:05

稲 生 小 学 校 �
12:50～13:30

稲 生 保 育 所 �
14:20～14:40

白 山 荘 �
13:40～14:10

香 南 中 学 校 �
13:05～13:25

久 礼 田 小 学 校 �
15:20～15:50

後免野田保育所�
10:20～10:40

市農協野田支所�
10:50～11:10

岩 村 公 民 館 �
11:15～11:35

市農協立田出張所�
14:50～15:15

あけぼの保育所�
10:20～10:40

大 湊 保 育 所 �
10:50～11:10

市農協前浜支所�
11:15～11:35

三 和 小 学 校 �
12:50～13:40

浜 改 田 公 民 館 �
14:00～14:40

大 湊 小 学 校 �
14:50～15:20

浜 窪 市 営 住 宅 �
15:30～15:50

高 知 高 専 宿 舎 �
11:10～11:30

吾 岡 保 育 園 �
10:30～10:50

南 海 学 園 �
11:00～11:20

香 長 中 学 校 �
13:00～13:20

白 銀 荘 �
14:05～14:35

おおしの保育園�
14:45～15:15

大 篠 小 学 校 �
15:35～16:25

長 岡 小 学 校 �
13:00～13:40

長 岡 農 協 �
13:50～14:10

喫茶わらべ駐車場�
14:15～14:30

長岡西部保育所�
14:45～15:00

明 見 保 育 所 �
10:15～10:35

星 神 社 前 �
10:40～11:00

ケアハウスたんぽぽ�
14:30～15:00

ひまわり幼稚園�
15:10～15:30

医 大 中 島 宿 舎 �
15:35～15:55

北 陵 中 学 校 �
16:10～16:30

国 府 小 学 校 �
13:00～13:30

岡 豊 保 育 所 �
11:00～11:20
市農協国府支所�
10:20～10:40

白 木 谷 公 民 館 �
13:50～14:20

岡 豊 小 学 校 �
15:30～16:00

国 府 保 育 所 �
10:45～11:05

久 礼 田 保 育 所 �
10:50～11:10

市農協久礼田支所�
11:15～11:35

日 章 小 学 校 �
13:10～13:40

植 野 公 民 館 �
14:50～15:10

5／ 7

火�

火�

水�

木�

金�

火�27

22

23

第 ２ 希 望 の 家 �
10:20～10:40

土佐厚生会国府寮�
15:40～16:10

たちばな幼稚園�
13:40～14:00

奈 路 小 学 校 �
14:10～14:50

奈 路 公 民 館 �
14:55～15:25

札 場 バ ス 停 前 �
10:20～10:40

丸十園芸組合前�
10:45～11:05

阿 戸 公 民 館 �
11:10～11:30

十 市 小 学 校 �
12:50～13:50

緑 ヶ 丘 ２ 丁 目 �
14:00～14:20

県 住 十 市 団 地 �
14:25～14:55

あ と む 幼 稚 園 �
15:00～15:20

火～金　10：00～18：00
土・日　10：00～17：00

�

�
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固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
に
対
す
る

審
査
の
申
し
出
は

固
定
資
産
税
の
納
税
者
お
よ

び
、
そ
の
代
理
人
で
、
固固
定定
資資
産産

課課
税税
台台
帳帳
にに
登登
録録
ささ
れれ
たた
価価
格格

（（
評評
価価
額額
））
に

つ
い
て
不
服

が
あ
る
場
合

は
、
４４
月月
１１

日日
(火)
かか
らら
納納
税税
通通
知知
書書
のの
交交
付付
をを

受受
けけ
たた
日日
後後
6600
日日
まま
でで
に
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
に
申
出
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
総
務
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
１
）ま
で

幼
児
医
療
の
助
成
対
象
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た

従
来
、
１
歳
児
ま
で
を
対
象
と

し
て
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
２

歳
児
ま
で
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。対

象
児
の
保
護
者
の
方
に
は
３

月
末
に
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま

し
た
。

ま
だ
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
保

護
者
の
方
は
、
保
健
課
給
付
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
給
付
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）ま
で

平
成
15
年
度

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第

14
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
美
術
品

骨
董
品
と
し
て
価
値
あ
る
火
な
わ

式
銃
砲
な
ど
の
古
式
銃
砲
や
、
刀

剣
類
を
登
録
す
る
た
め
に
実
施
し

ま
す
。

■
と
き
／
毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ

県
庁
西
庁
舎
３
階
会
議
室

＊
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

は
、
県
教
育
委
員
会
文
化
財

課
（
県
西
庁
舎
２
階
）に
表

示
し
ま
す
。

■
審
査
／
文
化
庁
庁
官
が
任
命

し
た
登
録
審
査
委
員
が
、
銃
砲

刀
剣
類
登
録
規
則
第
４
条
に
規

定
す
る
基
準
に
基
づ
い
て
審
査

を
行
い
ま
す
。

■
審
査
の
際
に
必
要
な
物

�
審
査
を
受
け
る
銃
砲
刀
剣
類

�
警
察
署
で
交
付
を
受
け
た
発
見

届
済
証

�
１
件
に
つ
き
６
千
300
円
の
登
録

申
請
手
数
料
（
登
録
で
き
な
く

て
も
必
要
で
す
）

■
登
録
証
の
再
交
付
／
登
録
証
の

再
交
付
に
は
、
確
認
審
査
が
必

要
で
す
。
事
前
に
県
文
化
財
課

室
へ
申
請
の
連
絡
を
し
、
次
の
　

物
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

�
再
交
付
を
受
け
る
登
録
銃
砲
刀

剣
類

�
１
件
に
つ
き
３
千
500
円
の
登
録

証
再
交
付
申
請
手
数
料

■
美
術
刀
剣
類
製
作
承
認

１
件
に
つ
き
800
円
の
製
作
承
認

申
請
手
数
料
が
必
要
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
教
育
委
員
会
文
化
財
課

（
�
８
２
１
・
４
７
６
１
）ま
で

介
護
保
険
施
設
入
所
者
の

食
費
の
減
額
申
請
お
よ
び

更
新
手
続
き

介
護
保
険
施
設
（
介
護
老
人
福

祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・

介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
に
入
所

さ
れ
た
場
合
、
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
は
、
標
準
負
担
額

（
食
費
）
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
を
お
持
ち
の
方
は
、
認
定
証
の

有
効
期
限
が
５
月
31
日
(土)
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
更
新
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
高
齢
者
介
護
保
険
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）ま
で

　   ５月の納税は�
 �

  口座振替をご利用の方は、引き落と�
  し不能にならないよう納期限前に口�
  座の残金をお確かめください。�

■とき／５月２０日(木)  

　　　    10：00～15：00�
■ところ／社会福祉センター�

■とき／毎月第１・第３土曜日�
　　　    10：00～12：00�
■ところ／社会福祉センター�
※あらかじめ電話で、社会福祉協�
　議会（�８６３ー４４４４）に�
　予約してください。�

■とき／５月６日(火)・６月３日(火) 
　　　　９：00～９：30�
■ところ／市役所北側駐車場�
※お問い合わせは�
　　 生活環境課環境係�
 　　 （�８８０ー６５５７）まで�

犬・猫の引き取り�

固定資産税（１期分）�

人権・行政相談�

無料法律相談�

人身事故件数�死者�負傷者�
   15年３月�
15年1～３月�

42件� １人� 52人�
109件�２人�138人�

　　《火災》�
発生件数　 １件�
建物　　　   ０件�
山林　　　   １件�
その他　  　 ０件�
被害額       ０万円�

《救急》�
出動回数　 187回�
急病　  　    108回�
交通事故　    29回�
一般事故　　21回�
その他　　　29回�

�
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５
月
は
赤
十
字
社
員

増
強
強
調
月
間
で
す

５
月
１
日
か
ら
社
員
増
強
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。こ
の
運
動
は
、

皆
さ
ん
の
人
道
と
博
愛
の
善
意
に

よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
赤
十
字
活
動

を
進
め
る
た
め
に
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

■
赤
十
字
の
事
業
概
要

★
災
害
救
護
事
業
★
赤
十
字
講

習
事
業
★
奉
仕
団
や
青
少
年
赤

十
字
事
業
★
国
際
・
救
援
事
業

な
ど

※
お
問
い
合
わ
せ
は

日
本
赤
十
字
社
高
知
県
支
部

（
�
８
７
２
・
６
２
９
５
）ま
で

防
犯
灯
新
設
に
補
助

夜
間
の
交
通
安
全
や
犯
罪
防
止

の
た
め
、
各
部
落
単
位
で
防
犯
灯

の
新
設
を
行
う
場
合
、
設
置
費
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
設
置
後
の
維
持
管
理
は

各
部
落
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

５
月
１
日

(木)
〜
５
月
30
日

(金)

■
提
出
書
類
／
申
請
書
・
実
施
計

画
書
・
見
積
書
な
ど

■
補
助
額
／
事
業
費
の
１／２（
た
だ

し
１
万
円
を
上
限
と
す
る
）

■
交
付
数
／
20
カ
所

■
交
付
決
定
／
選
考
の
う
え
決
定

※
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
総
務
管
理
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
１
）ま
で

自
動
車
競
売
の

実
施
に
つ
い
て

市
で
は
、
次
の
と
お
り
競
売
を

実
施
し
ま
す
。

■
物
件
／
昭
和
58
年
式
ト
ヨ
タ
ラ

ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
バ
ン
３
４
３

０
�
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ノ
ン
タ
ー
ボ

＊
エ
ン
ジ
ン
始
動
不
可
。
外
装
　

は
年
式
の
わ
り
に
良
。

■
最
低
落
札
価
格
／
１
万
円

■
と
き
／
５
月
29
日
(木)
午
前
11
時

■
と
こ
ろ

市
役
所
４
階
大
会
議
室

■
申
込
締
切
／
５
月
23
日
(金)

■
備
考
／
個
人
は
市
長
村
長
の
発
　

行
す
る
身
分
証
明
書
、
法
人
は

法
人
登
記
簿
謄
本
が
必
要
。

＊
書
面
の
な
い
者
、
破
産
者
で
復

権
を
得
な
い
者
、
禁
治
産
者
、

準
禁
治
産
者
は
入
札
不
可
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ

財
政
課
管
財
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
２
）ま
で

おお知知ららせせ

４
月
か
ら
ご
み
の
分
け
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
協
力
し
て
き
れ
い
な
町
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

�

�
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片山、里改田�

と　　き� 地　　　　区� と　　き� 地　　　　区�

 日� 曜�
�
�
�

�

�

�

奈路、瓶岩、白木谷�
十市（北部）、緑ケ丘、岩村�

稲生�
久枝（開田を除く）、下島、前浜�
下咥内、物部、開田�
国分、比江、左右山、北小籠�

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉�

後免町、野田、東芝団地�

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）�

立田、田村�

東山町、幸町、元町、小籠1～2丁目、８区、祈年、小篭団地�
東崎(東部･西部)、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅�

領石、植野、久礼田、植田�
片山、里改田、浜改田�

�
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市�

�

5／1

7
6
5
3
2

8

13
12
10

9

14

15

16

17

20
19

23
22
21

28
27
26
24

木�
水�

土�

金�

木�

水�
火�
月�
土�

金�

木�
水�
火�
月�
土�
金�
木�

火�
水�

火�

金�

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、�

浜改田�

浜改田�

祈年、東崎（東部･西部）、駅前町�

奈路、瓶岩、領石、植野�
久礼田、植田�

常通寺島、中島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）�
笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原�
国分、比江、左右山、岩村�
十市（北部）、緑ケ丘�

８区(たちばな団地・小篭団地を含む)
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠1～2丁目、�
西島、古市�
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、�

白木谷、蒲原団地、蒲原住宅�
後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、東芝団地�
野田（東芝団地を除く）�

伊達野、大埇団地 

稲吉、西窪、新川�

能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町�
稲生�
下咥内、物部、開田�
篠原、明見�

久枝（開田を除く）、下島、前浜�

久枝（開田を除く）、下島、前浜�

�
�
�

�

5／1

6
5
3
2

7

12
10
9
8

13
14

15

16

19
17

22
21
20

28

26
24
23

木�

木�

水�

水�
火�
月�

土�
金�

木�

水�
火�

金�

土�
金�

水�
火�
月�

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、�
大埇団地 、篠原、明見、伊達野�

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、�
大埇団地 、篠原、明見、伊達野�

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉�

領石、植野、久礼田、植田�片山、里改田�

十市（南部）�

�
�
�

6／2

6
5
4
3

月�
土�

田村�

土�

金�

月�

十市（南部）�

領石、植野、久礼田、植田�

火�
月�

�
�
�

6／2

5

4
3

月�
土�

片山、里改田、浜改田�
中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）�

片山、里改田、浜改田�

金�
木�

土�
金�

木�

月�

水�
火�

立田�

立田�

十市（南部）�

27

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、�
大埇団地 、篠原、明見、伊達野�

木�

火�

木�

水�

月�

日� 曜�  地　　　　区�地　　　区�

＊ペットボトル・プラスチック容器包装類の収集ステー�
   ションは、可燃ごみを収集しているステーションです。�
�

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉�

５月５日・19日�
（第１・３月曜日）�

５月６日・20日�
（第１・３火曜日）�

５月７日・21日�
（第１・３水曜日）�

５月12日・26日�
（第２・４月曜日）�

５月13日・27日�
（第２・４火曜日）�

５月14日・28日�
（第２・４水曜日）�

��

６月２日・16日�
（第１・３月曜日）�

５月１日・15日�
（第１・３木曜日）�

５月２日・16日�
（第１・３金曜日）�

５月３日・17日�
（第１・３土曜日）�

５月８日・22日�
（第２・４木曜日）�

５月９日・23日�
（第２・４金曜日）�

５月10日・24日�
（第２・４土曜日）�

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、�
野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町�

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、�
白木谷、外山、奈路、八京、領石、�
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、�
小籠１～２丁目、８区、小篭団地�

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、�
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、�
大埇団地 、篠原、明見、伊達野�

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、�
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、�
古市、立田、田村�（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）�、岩村、下咥内�

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、�
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、�
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅�

（吉本小児科前を除く）�

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）�、浜改田、久枝、前浜、�

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、�
白木谷、外山、奈路、八京、領石、�
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、�
小籠１～２丁目、８区、小篭団地�
稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、�
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、�
大埇団地 、篠原、明見、伊達野�

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、�
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、�
古市、立田、田村�（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）�、岩村、下咥内�

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、�
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、�
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅�

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、�
野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町�
（吉本小児科前を除く）�

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、�
野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町�
（吉本小児科前を除く）�

下島、田村�（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）�、浜改田、久枝、前浜、�
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、東芝団地�
吉本小児科前�

下島、田村�
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、東芝団地�
吉本小児科前�

６月５日・19日�
（第１・３木曜日）�

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、�
野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町�
（吉本小児科前を除く）�

＊プラスチック容器包装類の収集は、ダンボール収集日と同�
　じです。ペットボトルの収集日とは異なりますのでご注意�
　ください。�

�

おお知知ららせせ
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広報なんこくは、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

マルコ・ホルへ・
ディエゴさん

（アルゼンチン共和国）
高知医科大学留学生

））） マテ茶でお近づきを！ ）））

　おかげさまで、このコ�
ーナーへの応募が大変多�
くなりました。�
　12月号まで掲載予定の�
赤ちゃんが決まっていま�
すので、募集を一時停止�
させていただきます。10�
月号から再募集します。�

「早く大きくなって、お姉ちゃん・�
　お兄ちゃんの仲間に入れてもら�
　って一緒に遊びたいなぁ」�

石井　智也  くん　（篠　原）�

「おじいちゃん、おばあちゃん、�
　また動物園やドライブに連れて�
　いってネ！！」�

平成13年３月23日生まれ�

 いしい　   とも や�

大
町
　
星
来  

ち
ゃ
ん
（
物
　
部
）�

お
お
ま
ち
　  

せ
い
ら�平

成
13
年
12
月
29
日
生
ま
れ�

�

�

市市 のの 統統　　計計交交流流人人口口

高知自動車道
南国I.C.

入 112,181台
出 112,433台　

高知空港
出発 79,954人
到着 79,508人

《３月分》
有権者 40,067人（男 18,813人・女 21,254人）

《平成15年３月２日現在》

あ�

と�

が�

き�

　
市
で
は
、
15
年
度
の
新
規�

職
員
と
し
て
、
消
防
士
３
名
、�

保
健
師
１
名
の
採
用
が
あ
り�

ま
し
た
。
初
出
勤
、
全
員
で�

の
初
々
し
い
挨
拶
を
受
け
、�

心
の
中
で
「
ガ
ン
バ
レ
！
」�

と
つ
ぶ
や
い
た
事
で
し
た
。�

　
入
学
や
就
職
な
ど
新
し
い�

世
界
に
羽
ば
た
い
た
方
、
と�

も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）�

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
北
部
の
サ

ル
タ
か
ら
１
年
半
前
に
来

高
、
熱
帯
地
方
に
多
い
虫
刺

さ
れ
に
よ
る
病
気
の
研
究
を

し
て
い
ま
す
。
昨
年
１
カ
月

ほ
ど
、
症
例
の
サ
ン
プ
ル
採

集
で
帰
国
し
て
い
ま
し
た
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
人
種
の

混
合
が
少
な
い
国
で
す
が
、

第
二
次
大
戦
後
の
経
済
不
況

下
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
た
く

さ
ん
の
移
民
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
私
の
祖
父
も
イ
タ
リ

ア
出
身
で
す
。

家
族
の
結
び
つ
き
は
強
く

近
所
に
親
戚
が
住
み
、
高
知

医
大
の
先
生
が
私
の
家
を
訪

れ
た
と
き
、
20
人
余
り
の
人

が
に
ぎ
や
か
に
先
生
を
歓
迎

し
て
驚
か
せ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
最
近
の
経
済
事
情
の

悪
さ
か
ら
、
海
外
に
出
る
人

や
両
親
の
家
か
ら
独
立
で
き

な
い
若
い
人
々
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。

音
楽
で
は
タ
ン
ゴ
が
有
名

で
す
が
、
サ
ル
タ
の
あ
た
り

で
は
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
が
盛

ん
で
す
。
若
い
人
々
の
間
で

は
、
ロ
ッ
ク
と
共
に
メ
ル
セ

デ
ス
・
ソ
ー
サ
の
よ
う
な
歌

手
の
人
気
が
再
燃
し
て
い
て

私
も
大
好
き
で
す
。

独
特
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が

あ
り
、
分
厚
い
肉
を
遠
火
や

近
火
に
し
な
が
ら
一
時
間
か

け
て
焼
き
ま
す
。
柔
ら
か
く

て
お
い
し
い
で
す
よ
。
マ
テ

茶
と
い
う
日
本
茶
に
似
た
マ

イ
ル
ド
な
味
の
お
茶
を
研
究

室
で
い
つ
も
飲
ん
で
い
ま

す
。
気
分
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
す
。

こ
ち
ら
に
来
て
発
見
し
た

の
は
、
一
見
自
分
た
ち
と
違

っ
て
見
え
る
人
た
ち
が
実
は

よ
く
似
て
い
た
り
、
ま
た
同

じ
よ
う
に
見
え
る
皆
さ
ん
が

実
は
そ
れ

ぞ
れ
違
っ

て
い
る
と

い
う
こ
と

で
す
。

面 積 １２５.３５�

人 口 50,299人（－230）外国人登録者数 245人（－ 7）
男 24,082人（－151） 男 137人（－ 2）
女 26,217人（－ 79） 女 108人（－ 5）

世帯数 20,274世帯 （－ 157） 登 録 国 籍 数 39カ国
（ ）内は前月比 《平成15年 3 月31日現在》

出生数　 28人〔男 9人・女 19人〕《 3月分》
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